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研究成果の概要（和文）：シリア・パルミラにおける葬制に関わる研究を目的として、パルミラ遺跡北墓地に所在する
129-b家屋墓の発掘調査をシリア内戦の激化で中断する2010年まで実施した。しかし、内戦の激化はその後の現地調査
を不可能にさせたたが、129-b号の内外部の復元を図上でおこなった。また、出土した頭骨の顔を復顔し、その頭骨が
収められていた棺に嵌め込まれていた胸像の顔との比較をおこなった。その結果、胸像は死者の肖像と言えることがわ
かった。さらにヨーロッパや日本の博物館や美術館に所蔵されているパルミラの葬送用胸像を中心にパルミラ由来の彫
像を3次元計測した結果、顔の部位の配置にある一定のルールが存在することが判明した。

研究成果の概要（英文）：This research was to understand Palmyrene funeral practices through the 
excavation of No.129-b House tomb at the north necropolis in Palmyra, Syria. However, the Syrian conflict 
since 2011 has made our excavation discontinued. Therefore, the exterior and interior on No.129-b house 
tomb were reconstructed with data until 2010. Moreover, the reconstruction of a dead face to compare with 
the face of the bust type sculpture carried out. As a result, the reconstructed face was resemble to the 
face of the bust type sculpture of the dead. The work of the facial reconstruction leaded to 3D scanning 
of Palmyrene sculptures to identify the sculptor or studio producing funeral bust type sculptures. 
Through this scanning work facial parts such as eyes, a norse,and a mouth were arranged as a certain 
rule.

研究分野： 考古学
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１．研究開始当初の背景 
 1990年から2004年までパルミラの葬制に
ついてパルミラ遺跡の地下墓の発掘調査を
通して研究を進め、地下墓における遺体の埋
葬方法や構造についておおよそ理解できる
ようになった。そのため 2005 年より地下墓
の次段階に現れる家屋墓における遺体の埋
葬方法や構造の理解のために 129-b号墓の調
査に取りかかった。しかし 2010 年度その家
屋墓の調査は、終了しなかったため、調査を
継続する計画を立てた。 
 しかしながら、2011 年春には「アラブの春」
の動きがシリアにも達し、現地での調査を中
断せざるを得ない状況となった。しかし、
1990 年からのパルミラでの多くの調査結果
より、葬送用彫像にさまざまな視点からアプ
ローチできると考え、葬送用彫像に焦点を当
て調査研究を実施した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、古代パルミラ人の葬送儀
礼や死生観を理解することである。1990 年
以来の地下墓、家屋墓、石蓋土壙墓の調査を
通してパルミラ人の死に関わる考え方の本
質を見極めるため、建築学、美術史、人類学、
化学、地質学等からパルミラの環境や他のさ
まざまな要因を調査し、総合的にパルミラの
葬制とそれらに関わるパルミラ社会を考え
てきた。2006 年以降は、パルミラ北墓地に
おいてパルミラ有力氏族の墓 129-b号墓の調
査を実施した。しかしながら、2011 年のシリ
ア内戦の拡大によってパルミラでの現地調
査は中断を余儀なくされた。 
 そのため、本研究では、既往の調査の検討
とパルミラの墓の象徴的存在である葬送用
彫像の使用法、制作に関わる調査を継続実施
し、研究目的であるパルミラの葬制とパルミ
ラ社会の理解を図る。 
 
３．研究の方法 
 2010 年度までに実施した北墓地 129-b 家
屋墓の発掘調査データをもとに、この家屋墓
の内外部の復元と墓構築尺度を検討し、家屋
墓の構造を検討した。 
 1991 年に C 号墓という地下墓を発掘調査
した際に発見した墓建造者ヤルハイ(YRHY)
と棺 R4-2 の頭骨の顔を復顔し、それぞれの
棺小口に嵌め込まれていた胸像の顔を比較
することを考えた。その際、復顔はこの技術
が開発され、実施例が多いロシア人類学・民
族学研究所と日本で復顔経験が豊富な翁譲
氏の 2 か所に依頼し、復顔の仕上がりの差を
検討することによって、復顔の真実性を検討
した。この復顔により胸像の顔がより遺体の
顔に類似するならば、葬送用の胸像が遺影と
して制作されたことを示すと考えた。 
 さらに 2003 年・2004 年に発掘調査した東
南墓地の H 号墓(TYBL の墓)から出土した胸
像の 3 次元計測の画像を活用し、彫像制作に
かかわる工人・工房の特性を明らかにするこ

とを考え、そして、その特性の理解が、パル
ミラ社会の一端を考える手掛かりとなると
考えた。そのため 2013 年度から日本の岡山
市立オリエント美術館（1 体）、デンマーク・
コペンハーゲンのニュ・カルスバーグ美術館
（153 体）、オーストリア・ウィーン美術史美
術館（13 体）、ドイツ・ミュンヘンのミュン
ヘン古代彫刻博物館（3 体）、レバノン・ベイ
ルートのベイルートアメリカ大学博物館（27
体）においてパルミラの葬送用胸像をはじめ
として、それにかかわるパルミラの彫像やパ
ルミラに先行する及び同時代のギリシャ・ロ
ーマの彫刻の三次元計測を実施した。そして
計測した彫像の各顔の特徴を抽出し、互いの
顔を比較する作業を行った。さらに 3 次元計
測で得た数値データを利用し、顔の部位の位
置関係を調べるべく、各顔の各部位の数値化
を行い、座標による各部位の比較と比率の算
出を行った。 
 
４．研究成果 
 a. 129-b 号墓の復元図の作成 
 129-b 号墓の外観の復元は、2007 年までの
調査結果をもとにすでに行ったが、2008 年
～2010 年の調査において新たに見つかった
部材などから 4か所の変更を行うことにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1  129-b 号墓外観復元図 
 
 第 1 は、出土した西面入口の門のまぐさ石
の形状（図 1）より、入口は内開きの２枚の
扉によって構成されていることが明らかと
なった。ただし、扉はまだ出土していないた
め、詳細は分かっていない。 
 第 2は、南面の基壇中央に地階への入口（図
1）が設けられていた。なお、パルミラの家
屋墓においては、１階入口の反対側の基壇に
地階への入口を設けるのが一般的であるが、
129-b 号墓はこれに該当しなかった。 
 第 3 は、南北面の中央部にある窓枠を構成
する部材内側の装飾が墓内部の梁材と同じ
であることから、この二つの部材は同じ高さ
で連続していたと内部復元では考えられ、そ
れにより柱・壁材が前回の復元よりも一石分
ほど高くなった。なお、パルミラの他の家屋
墓と比較したときに、柱幅と基壇上部から柱
頭上部までの高さの関係は、今回の復元案の
方がより他の事例に近いものとなった。 
 第 4 は、129-b 号墓の屋根は両妻側に破風
があることは分かっているが、これまでの発
掘調査にて瓦がほとんど出土していないこ
とから、破風以外の部分がどのようになって



いたかは不明である。 
 墓の内部の復元は、2008 年～2010 年の調査
において取り上げた墓内部の部材から可能
となった。調査で取り上げた石材の多くは、
主に家屋墓の１階以上の部分を構成する石
材と推定された。ただ、地表面にさらされて
いた石材に比べ、地中にあった石材は風化が
進んでいるために判別のつきにくいものも
見受けられたが、パルミラにおける他の家屋
墓の事例なども参考にしながら  129-b 号
墓・１階部分の復元を行った（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 129-b 号墓内部復元図 
 
 １階内部は、西面に入口を持ち、十字形の
空間部分と四隅の棺棚部分で構成される平
面であったと推定される。墓中央部は二つの
角柱をあわせた柱形（図 2）が四つ建ち、そ
の上部をロの字に梁が結んでいる。また、こ
の梁と同じ装飾が南北面の中央部にある窓
枠の内側にも見られることから、この梁は棺
棚前の空間上部にもロの字に廻っていたと
推測される。なお、東・南・北面内壁の中央
部には何らかの装飾が施されていたと思わ
れる。 
 また、墓の１階が東西方向に主軸を持つ平
面であるのに対し、地階は入口が南面にあり、
南北方向に主軸を持つ平面であると推定さ
れた。パルミラの他の家屋墓では、１階と地
階の主軸は同じ例がほとんどであり、主軸が
直交している 129-b 号墓は珍しい事例であ
るが、その理由については分かっていない。 
 なお、１階と地階が階段等で繋がっていた
のか、２階は存在したのか、などは現在のと
ころ明らかになっていないが、柱・壁を構成
する上部石材内側の表面仕上げが丁寧であ
ることから、２階は存在していたのではと推
測される。 
 
 b. 地下墓埋葬者の復顔 
 パルミラ東南墓地 C 号墓という地下墓に
葬られた墓建造者ヤルハイ(YRHY)と R4-2
の刻名されていない男性の頭骨に肉付け復
顔を試み、その棺小口に嵌められた彫像の顔
と比較、その相似性を検討した結果が以下で
ある。ヤルハイと R4-2 頭骨の復顔は、ロシ
アと日本の 2カ所に同一頭骨の復顔を依頼し
た。ロシアはロシア人類学民族学研究所復顔
部門であり、日本は彫刻家翁譲氏である。 
ヤルハイ（図 3）：彫像の顔と日本・ロシアで

復顔した顔は、基本的に似ている。異なる点
は彫像の方が、額が狭く、顎がやや細身であ
ることである。しかし顔の形状や頬から顎に
かけての肉付きなどは似ている。埋葬されて
いた人骨の年齢は 40 歳~59 歳の熟年と推測
されるが、彫像の表情は 20 歳~39 歳の成人
に思える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 C 号墓出土ヤルハイ胸像（上）と彼の頭骨の復顔像

（左：ロシアでの作製、右：日本での作製） 
 
R4-2（図 4）：日本で作成した復顔には髭が
ないためやや頬の下部と顎が細く見える。し
かし日本で作成した復顔に髭の存在を考え
合わせると両者の復顔は非常に似ており、さ
らに彫像とも似ている。特に頬の肉付きや形
状は酷似している。彫像の口は小さいが唇を
含めた形状は似ている。この彫像も埋葬され
た遺体の年齢が 40 歳~59 歳の熟年であるの
に比べて若く作成されていると思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

図 4 C 号墓出土 R4-2 男性胸像(上)と彼の頭骨の復顔像

（左：ロシアでの作製、右：日本での作製） 



 C 号墓の棺棚に嵌められていたヤルハイと
R4-2 男性の彫像は、彼等の生存中に制作もし
くは彼等の生存中に描かれた肖像画をもと
に制作されたと考えられる。彫像は、彼等の
生存中の表情、特に顔の輪郭、頬や顎の形状
の特徴は似通った表現がなされている。そし
て彫像の顔は、彼等が死んだ年齢時の表情よ
り若く制作されている。このように彫像制作
者は葬送用の胸像を制作する際、死者の情報
を事前に有していたと考えられる。その情報
は、当然注文者側から提供されたと考えられ、
実際パルミラ西南墓地の地下墓や建物の壁
画を描いた画家に提供されたと考えられる。
それは、パルミラの 2 世紀段階にはパルミラ
人の肖像を描く画家が存在したことを意味
している。 
 2 点のパルミラ葬送用胸像は、明らかに死
者の肖像としての現生時の表情を具現化さ
せ、生きる者の世界と死者の世界を近距離に
置くパルミラ社会の葬制や葬送観念の実態
を知る最も重要な手掛かりであることを再
認識させるものである。 
 
 c. 葬送用彫像の 3 次元計測 
 現在、葬送用胸像の 3 次元計測システムを
活用し、個々の彫像を客観的に比較している。
彫像の個性を見出し、彫像制作に関わる工人
集団間にどのような差異が存在するのか、ま
たどのくらい数の工人集団が彫像制作に関
わっているのかを最終的には見極めたい。そ
のため彫像顔面の特徴的な要素を抽出し、異
なった彫像の顔面を互いに比較し、遺体の特
徴と工房・工人の特徴を見出し、工房・工人
の同定に繋げていく。 
 彫像の制作に関わる工房・工人の同定には
各彫像の顔の個性を検討するが、その前に、
彫像の顔の部位の配置に関わる割り付け及
びその比率について検討した。パルミラの彫
像制作にも、古代ギリシャに始まる黄金比 1
対 1.618（約 5:8）から生み出された人体の表
現比率システムが適用されていると考えら
れる。この割り付けシステムは、人の顔をい
かに美しく整ったように見せるか、そのため
に考えられた最も有効な手段として各工房
間で共通して所持していたと考える。よって、
パルミラの彫像の顔面にもその割り付け比
率を基本として各部位に共通して使用され
ていると考えられる。そのため彫像顔面の各
部位の計測を行った。計測箇所は、基本的に
は人類学の計測点を採用したが、彫像の表現
では計測には難しい箇所もあるため、彫像の
顔面の部位比較に有効な基軸や計測箇所を
新たに設定した（図 5）。計測によって、パル
ミラの彫像の顔の各部位の割り付け比率を
導き出した（表 1）。 
 その結果、パルミラの彫像制作において顔
の部位の比率を「目の横幅」と「目と目の間」、
「鼻下から唇真中」と「唇真中から顎先」の
比率を求めると黄金比ではないが、平均比率
は前者が 1.19、後者が 2.25 という数値を得

た（表 1）。この数値が、パルミラの彫像を制
作する基本的な数値尺度となると考えてい
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 顔面部位の計測位置（Martin, R. und Knussmann, 

R.(1988) Anthropologie. Handbuch der vergleichenden 

Biologie des Menschen. Bd. I, II.A.3: Somatometrie(von R. 

Knussmann). Gustav Fischer, Stuttgart の図に新たな計測ポ

イントと軸線を付加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 H 号墓の胸像の顔面部位の位置関係 
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